
五十歩百歩

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。この話の山は「走＝逃げる」、仮定と確定の

「ば」、限定「直だ〜のみ」と禁止「無かれ」です。

あらすじ＝梁の恵王が「私は凶作のたびに民を移し食料を回しているのに、隣国より民が増えないのはなぜか」と孟子に問う。孟

子は戦のたとえで答える。敗走した兵のうち、五十歩で止まった者が百歩逃げた者を笑ったらどうか、と。恵王が「それはいけな

い、逃げたことは同じだ」と認めると、孟子は「王の政治も隣国と同じです。民が増えるのを望んではいけません」と諭した。こ

こから「五十歩百歩」という言葉が生まれた。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

梁
（
り
や
う
）
の
恵
王
（
け
い
わ
う
）
曰
（
い
は
）
く
、
「
①

寡
人
（
く
わ
じ
ん
）
の
国
（
く
に
）
に
於
（
お
）
け
る
や
、
②

心
（
こ
こ
ろ
）
を
尽

（
つ
）
く
す
の
み
。
河
内
（
か
だ
い
）
③

凶
（
き
よ
う
）
な
れ
ば
、
則
（
す
な
は
）
ち
其
（
そ
）
の
民
（
た
み
）
を
河
東
（
か
と
う
）
に
移
（
う

つ
）
し
、
④

其
（
そ
）
の
粟
（
ぞ
く
）
を
河
内
（
か
だ
い
）
に
移
（
う
つ
）
す
。
河
東
（
か
と
う
）
凶
（
き
よ
う
）
な
る
も
亦
（
ま
た
）
然
（
し

か
）
り
。
鄰
国
（
り
ん
ご
く
）
の
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
を
察
（
さ
つ
）
す
る
に
、
⑤

寡
人
（
く
わ
じ
ん
）
の
用
心
（
よ
う
し
ん
）
す
る
が
ご
と
き
者

（
も
の
）
無
（
な
）
し
。
⑥

鄰
国
（
り
ん
ご
く
）
の
民
（
た
み
）
は
少
（
す
く
）
な
き
を
加
（
く
は
）
へ
ず
、
寡
人
（
く
わ
じ
ん
）
の
民
（
た
み
）

は
多
（
お
ほ
）
き
を
加
（
く
は
）
へ
ざ
る
は
、
何
（
な
ん
）
ぞ
や
。
」
と
。

孟
子
（
ま
う
し
）
対
（
こ
た
）
へ
て
曰
（
い
は
）
く
、
「
王
（
わ
う
）
戦
（
た
た
か
）
ひ
を
好
（
こ
の
）
む
。
⑦

請
（
こ
）
ふ
戦
（
た
た
か
）
ひ
を

以
（
も
つ
）
て
喩
（
た
と
）
へ
ん
。
⑧

填
然
（
て
ん
ぜ
ん
）
と
し
て
之
（
こ
れ
）
を
鼓
（
こ
）
し
、
兵
刃
（
へ
い
じ
ん
）
既
（
す
で
）
に
接
（
せ

つ
）
す
。
⑨

甲
（
か
ふ
）
を
棄
（
す
）
て
兵
（
へ
い
）
を
曳
（
ひ
）
き
て
走
（
は
し
）
る
。
⑩

或
（
あ
る
）
い
は
百
歩
（
ひ
や
っ
ぽ
）
に
し
て
後

（
の
ち
）
に
止
（
と
ど
）
ま
り
、
或
（
あ
る
）
い
は
五
十
歩
（
ご
じ
っ
ぽ
）
に
し
て
後
（
の
ち
）
に
止
（
と
ど
）
ま
る
。
⑪

五
十
歩
（
ご
じ
っ
ぽ
）

を
以
（
も
つ
）
て
百
歩
（
ひ
や
っ
ぽ
）
を
笑
（
わ
ら
）
は
ば
、
⑫

則
（
す
な
は
）
ち
何
如
（
い
か
ん
）
。
」
と
。

曰
（
い
は
）
く
、
「
不
可
（
ふ
か
）
な
り
。
⑬

直
（
た
）
だ
百
歩
（
ひ
や
っ
ぽ
）
な
ら
ざ
る
の
み
。
⑭

是
（
こ
）
れ
も
亦
（
ま
た
）
走
（
は
し
）
る
な

り
。
」
と
。

曰
（
い
は
）
く
、
「
⑮

王
（
わ
う
）
如
（
も
）
し
此
（
こ
れ
）
を
知
（
し
）
ら
ば
、
則
（
す
な
は
）
ち
民
（
た
み
）
の
鄰
国
（
り
ん
ご
く
）
よ
り
多

（
お
ほ
）
き
を
望
（
の
ぞ
）
む
こ
と
無
（
な
）
か
れ
。
」
と
。

語
注
　
寡
人＝

王
や
諸
侯
が
自
分
を
へ
り
く
だ
っ
て
言
う
一
人
称
。
　
河
内
・
河
東＝

と
も
に
魏
（
梁
）
の
領
内
の
地
名
。
　
凶＝

凶
作
。
作
物
が
実
ら
な
い
こ
と
。
　
粟＝

穀
物
。
こ
こ
で
は
民
に
配
る
食
料
。

用
心＝

心
を
用
い
る
こ
と
。
心
を
く
ば
る
こ
と
（
今
の
「
用
心
す
る＝

気
を
つ
け
る
」
と
は
違
う
）
。
　
填
然＝

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
音
の
鳴
り
ひ
び
く
さ
ま
。
　
兵
刃＝

武
器
の
刃
。
「
兵
」
は
武
器
の
こ
と
。

甲＝

よ
ろ
い
。
　
曳
く＝

引
き
ず
る
。
　
走
る＝

逃
げ
る
（
今
の
「
走
る
」
と
は
違
う
）
。
　
而
後＝

〜
し
て
の
ち
に
。
　
不
可
な
り＝

い
け
な
い
。
よ
く
な
い
。
　
※
梁
の
恵
王＝

戦
国
時
代
の
魏
の
王
。
都
を
大

梁
に
移
し
た
こ
と
か
ら
、
国
を
梁
と
も
い
う
。
孟
子
は
こ
の
王
に
王
道
政
治
を
説
い
た
。
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五十歩百歩

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
①
の
「
寡
人
」
の
読
み
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
ひ
ら
が
な
で
書
き
、
だ
れ
の
こ
と
か
答
え
よ
。

（
2
）
④
の
「
粟
」
の
読
み
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
ひ
ら
が
な
で
書
き
、
こ
こ
で
の
意
味
も
書
け
。

（
3
）
⑤
の
「
用
心
」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
書
け
。

（
4
）
⑦
の
「
請
ふ
」
の
読
み
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
ひ
ら
が
な
で
書
き
、
こ
こ
で
の
意
味
も
書
け
。

（
5
）
⑧
の
「
填
然
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
様
子
を
表
す
語
か
。

（
6
）
⑨
の
「
走
る
」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
書
け
。

（
7
）
⑫
の
「
何
如
」
の
読
み
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
ひ
ら
が
な
で
書
き
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
問
う
言
い
方
か
答
え
よ
。

Ｂ
　
句
法
（
8
〜
13
）

（
8
）
②
の
「
の
み
」
は
、
原
文
「
盡
心
焉
耳
矣
」
の
ど
の
三
字
を
読
ん
だ
も
の
か
。
漢
字
で
書
け
。

（
9
）
③
の
「
な
れ
ば
」
の
「
ば
」
は
何
形
に
接
続
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
す
か
。

（
10
）
⑩
「
或
い
は
〜
、
或
い
は
〜
」
は
、
ど
の
よ
う
な
言
い
方
か
。
意
味
と
と
も
に
書
け
。

（
11
）
⑪
の
「
笑
は
ば
」
の
「
ば
」
は
何
形
に
接
続
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
す
か
。

（
12
）
⑬
の
「
直
だ
〜
の
み
」
の
句
法
名
と
意
味
を
書
け
。

（
13
）
⑮
の
「
無
か
れ
」
の
句
法
名
と
意
味
を
書
け
。
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五十歩百歩

Ｃ
　
指
す
内
容
・
主
語
（
14
〜
17
）

（
14
）
⑧
の
「
之
を
鼓
し
」
の
「
之
」
は
何
を
指
す
か
。

（

15

）

⑬

・

⑭

を

含

む

「

不

可

な

り

。

直

だ

百

歩

な

ら

ざ

る

の

み

。

是

れ

も

亦

走

る

な

り

。
」

は

、

だ

れ

の

発

言

か

。

そ

う

判

断

で

き

る

理

由

も

書

け

。

（
16
）
⑭
の
「
是
れ
」
は
具
体
的
に
何
を
指
す
か
。

（
17
）
⑮
の
「
此
」
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
か
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
18
〜
21
）

（
18
）
①
・
②
「
寡
人
の
国
に
於
け
る
や
、
心
を
尽
く
す
の
み
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
19
）
⑤
「
寡
人
の
用
心
す
る
が
ご
と
き
者
無
し
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
⑪
・
⑫
「
五
十
歩
を
以
て
百
歩
を
笑
は
ば
、
則
ち
何
如
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑮
「
王
如
し
此
を
知
ら
ば
、
則
ち
民
の
鄰
国
よ
り
多
き
を
望
む
こ
と
無
か
れ
」
を
口
語
訳
せ
よ
。
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五十歩百歩

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
22
〜
25
）

（
22
）
④
「
其
の
粟
を
河
内
に
移
す
」
と
あ
る
が
、
恵
王
は
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
ど
の
よ
う
な
政
治
を
し
て
い
る
と
述
べ
、
そ
れ
を
自
分
の
政
治
が
隣
国
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
根
拠

と
し
て
い
る
か
。
本
文
に
そ
く
し
て
二
つ
書
け
。

（
23
）
⑥
「
鄰
国
の
民
は
少
な
き
を
加
へ
ず
、
寡
人
の
民
は
多
き
を
加
へ
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
」
と
あ
る
が
、
恵
王
は
孟
子
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね
て
い
る
の
か
。
説
明
せ

よ
。

（
24
）
⑨
「
甲
を
棄
て
兵
を
曳
き
て
走
る
」
と
あ
る
が
、
「
甲
を
棄
て
」
「
兵
を
曳
き
て
」
と
い
う
描
写
か
ら
、
こ
の
兵
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
様
子
が
読
み
取
れ
る
か
。
説
明
せ

よ
。

（
25
）
⑪
・
⑭
を
ふ
ま
え
て
、
孟
子
は
こ
の
た
と
え
で
恵
王
の
ど
の
よ
う
な
点
を
指
摘
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
「
た
と
え
と
政
治
の
対
応
」
と
「
恵
王
の
姿
勢
」
の
二
点
に
ふ
れ

て
、
八
十
字
程
度
で
説
明
せ
よ
。

Ｆ
　
文
学
史
・
故
事
・
思
想
（
26
〜
28
）

（
26
）
こ
の
話
の
出
典
（
書
名
）
と
、
孟
子
が
教
え
を
受
け
継
い
だ
思
想
家
の
名
を
書
け
。

（
27
）
孟
子
が
唱
え
た
、
人
の
本
性
は
も
と
も
と
善
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
を
漢
字
三
字
で
書
け
。
ま
た
、
孟
子
が
理
想
と
し
た
、
徳
に
よ
っ
て
民
を
治
め
る
政
治
を
漢
字
二
字

で
書
け
。

（

28

）
「

五

十

歩

百

歩

」

は

、

現

在

ど

の

よ

う

な

意

味

で

使

わ

れ

る

か

。

ま

た

、

こ

れ

と

最

も

近

い

意

味

の

四

字

熟

語

を

一

つ

書

け

。

【テスト直前チェック】この三つ　❶「走る」は「にげる」。漢文の「走」は現代語の「走る」ではありません。⑨「甲を棄て兵を曳きて走る」

は、よろいを脱ぎ捨て武器を引きずって逃げ出す場面です。　❷「ば」は直前が未然形か已然形かで意味が変わります。⑪「笑はば」は未然形＋

ばで「もし〜たら」（仮定）、③「凶なれば」は已然形＋ばで「〜すると」（確定・恒常）。この二つを並べて確認しておきましょう。　❸結論は

⑮「民の鄰国より多きを望むこと無かれ」。「無かれ」は禁止です。記述問題の答えは「わずかな善政の差はあっても、王道という根本がなけれ

ば隣国と同じ」という一点に集まります。
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